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市
民
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、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、
／屈印
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し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
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、
き
ま
り
を
守
り
、
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ま
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を
つ
く
り
ま
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を
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一
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、
豊
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ま
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動

ち
を
つ
く
り
ま
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ょ
う

活

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た

民

た
か
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ま
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を
つ
く
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ま
し

市室

計
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》
っ
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／
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翻
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ま
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'る駅周辺広場整備事業のなか蕊
灘

左の絵は】現在行われている駅周辺広場整備事

の駅東ふれあい広場（仮称）の完成予想図です。

なさんの憩いの場となるよう，元年度から駅周辺

開始し， 3年度の完成に向けて，現在も事業を進

す。2月号では，これらの事業を行うための市の

出状況をお知らせします。

・2～4ページ…元年度決算

・5ページ･…･…･2年度執行状況
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こんにちは市民記者です⑪

たずねある記⑬

高萩市の生んだ作家たち⑳
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表紙～5…まちづくりを支えます市の 8

－2月の土曜閉庁は9日と23日です－
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●元年度決算●

健
康
診
査
や
相
談
の
受
け

ら
れ
る
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す

が
、
同
じ
く
ら
い
の
子
を
持

つ
親
同
士
が
集
ま
り
、
情
報

交
換
を
し
た
り
、
子
ど
も
同

士
が
遊
べ
る
機
会
が
あ
る
と

い
い
で
す
ね
。

ｌ
ち
ょ
っ
と
一
言

み
わ

金
子
湊
和
さ
ん
と

快
適
な
環
境

め
た
税
金
は
、
収
入
の
四
十
％
を
占
め
ま
し
た

州
太
螂
二
嬬
蠕
彌
碑
泗
職
城
に
蕊
睦
唾
雛
硴
環
鍵
窪

みなさん
高
萩
市
の
家
計
簿
と
も
い
う
べ
き
平
成
元
年
度
（
平
成
元
年
四
月
か
ら
平
成
二
年
三
月
ま
で
）
の

市
の
決
算
が
、
昨
年
十
一
一
月
に
開
か
れ
た
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
予
算
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
、
国
や
県
（
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
）
か
ら
の
お
金
、

長
期
の
借
入
金
（
市
債
）
な
ど
が
主
な
財
源
で
す
。
決
算
は
、
こ
れ
ら
の
お
金
が
み
な
さ
ん
の
暮
ら

し
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
か
、
そ
の
収
入
と
支
出
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
市
で
は
、

元
年
度
の
仕
事
を
快
適
な
環
境
づ
く
り
に
重
点
を
お
い
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
市
の
仕
事
二
般
会
計
）
の
決
算
を
、
太
郎
さ
ん
と
花
子
さ
ん
の
会
話
で
紹
介
し
ま
す
。

五
％
（
約
十
二
億
五
千
万
円
）
増
え
た
ね
。
収
入

の
四
十
％
を
占
め
る
の
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

納
め
た
税
金
（
市
税
）
だ
ね
。

花
子
え
え
。
市
税
の
中
で
も
法
人
市
民
税
（
企
業

な
ど
の
法
人
の
税
金
）
は
、
景
気
の
好
調
を
反
映

し
て
、
こ
こ
四
年
続
け
て
大
き
く
伸
び
て
い
る
わ

前
の
年
よ
り
十
九
％
（
約
一
億
二
千
万
円
）
増
え

た
し
、
そ
れ
に
固
定
資
産
税
も
七
％
（
約
八
千

万
円
）
増
え
、
収
入
の
増
加
を
支
え
て
い
る
の

、
ｒ
生
○

太
郎
次
に
多
か
っ
た
の
は
、
国
か
ら
の
お
金
（
地

方
交
付
税
）
だ
ね
。
こ
の
お
金
は
、
市
の
財
政
力

に
応
じ
て
国
か
ら
市
に
配
分
さ
れ
る
お
金
だ
よ
。

花
子
そ
の
お
金
と
は
別
に
、
国
や
県
か
ら
も
お
金

（
国
・
県
支
出
金
）
を
受
け
た
の
も
収
入
を
支
え

一
一
・
》

’

の
施
設
の
整
備
に
、
国
や
県
な
ど
の
制
度
を
利
用

し
て
い
る
か
ら
よ
・

太
郎
国
や
県
か
ら
の
お
金
は
、
道
路
な
ど
の
整
備

だ
け
で
な
く
、
児
童
手
当
の
支
給
、
保
育
所
関
係

お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
や
身
体
障
害
者
の
み
な
さ

ん
の
た
め
な
ど
、
社
会
福
祉
に
も
充
て
ら
れ
る

ん
だ
。
で
も
、
国
や
県
か
ら
の
お
金
は
、
支
出
に

必
要
な
額
の
一
部
だ
か
ら
、
残
り
は
市
で
負
担
し

て
い
る
ん
だ
よ
。

花
子
そ
れ
で
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
建
設
、
高
萩

の
玄
関
口
で
あ
る
駅
周
辺
の
整
備
の
た
め
な
ど
に

た
く
さ
ん
の
お
金
を
一
度
に
支
出
す
る
こ
と
は
た

い
へ
ん
だ
か
ら
、
支
出
の
一
部
を
長
期
の
借
入
金

（
市
債
）
で
補
っ
た
の
ね
。
借
入
金
は
、
収
入
の

十
％
に
あ
た
る
わ
ね
。

り
を
重
点▼

恥

宇
詳
嗽
↓
帯
■
》
ｌ
品
工
奉
辛
繩
評
零
貼
哉
哉
諦

姪
《
↑
。
￥
：
雪
護
僻
ゞ
》
。
：

出
１
１
ユ

串
局
『
、
‐
削
塾
凸

呂
呂
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哉
盤
鍔

鑑

吋
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般

会

計

の

決

算

の

内

訳
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●金額は，百万円未満四捨五入です ▲健康づくりのお手伝いをします保健センター

匙－テレフォンサビス「市政案内」は23－1 151 ． 1 152です－
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み
ん
な
が
集
ま
れ
る
所
や
、

く
つ
ろ
げ
る
憩
い
の
場
が
少
な

い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
駅
東
で
進
め
ら
れ
て
い

る
広
場
づ
く
り
の
完
成
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

ｌ
ち
ょ
っ
と
一
言
ｌ

戸
田
政
紀
さ
ん
（
高
浜
町
）

く
り
の
基
盤
ｌ
生
活
環
境
整
備

づ
太
郎
ゞ
は
、
お
金
の
典
出
一
歳
出
一
を
見
て
み
よ
う
。
繕
や
改
造
Ｔ
事
ゞ

ち
花
子
雷
多
く
童
洲
し
た
の
は
、
毎
年
の
こ
と
だ
た
、
健
康
綾
査
蔵
ど

ま
け
ど
ま
ち
づ
く
り
の
基
鱒
と
な
愚
生
活
環
境
蕊
を
ｉ
学
習
し
や

る
灘
碆
繊
裟
蜥
鯛
赫
震
思
蠣
づ
く
り
を

れ
鍛
測
蕊
粥
逓
鱸
灘
ゞ
子
ｉ
市
“

の
み
な
さ
ん
の
学
習

ら
太
郎
他
に
本
町
の
調
整
池
の
整
備
な
ど
も
過
っ
て
意
欲
に
応
え
ら
れ
る

め
支
出
額
…
年
よ
り
増
え
た
ね
｛
約
二
億
八
千
※
ぅ
嶋
総
岡
地
区

●
〆
」
花
禿
円
織
綜
費
も
前
の
年
よ
り
増
え
た
わ
（
約
三
億
太
郎
借
入
金
の
返
済

館
に
書
籍
を
購
入
し

も
壼
噌
輔
篭
貌
潰
繁
鵠
膿
た
愚
ね
。
そ
の

け
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
生
活
環
境
整

備
な
ど
（
土
木
費
）
ね
。
道
路
の
改
良
や
新
設
、
そ

れ
に
舗
装
や
補
修
な
ど
を
行
っ
た
わ
。
も
ち
ろ
ん

駅
周
辺
の
整
備
や
町
西
側
（
本
町
）
の
区
画
整
理
な

ど
の
、
ま
ち
の
景
観
づ
く
り
も
含
ん
で
る
の
よ
○

太
郎
他
に
本
町
の
調
整
池
の
整
備
な
ど
も
あ
っ
て

支
出
額
は
前
の
年
よ
り
増
え
た
ね
（
約
二
億
八
千

万
円
増
）
。

花
子
総
務
費
も
前
の
年
よ
り
増
え
た
わ
（
約
三
億

一
千
万
円
増
）
。
将
来
の
た
め
の
積
み
立
て
（
地
域

振
興
基
金
な
ど
。
）
や
、
選
挙
な
ど
の
事
務
に
あ
て

よ
う
に
、
松
岡
地
区

た
の
。
そ
れ
に
、
税
務
課
と
市
民
課
に
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
た
の
よ
。

太
郎
Ｏ
Ａ
化
と
い
う
こ
と
だ
ね
。

花
子
今
ま
で
職
員
の
手
書
き
に
よ
る
証
明
書
を
発

行
し
て
い
た
の
を
、
Ｏ
Ａ
化
に
よ
っ
て
き
れ
い
な

機
械
文
字
で
、
よ
り
正
確
に
短
時
間
で
証
明
書
な

ど
が
発
行
で
き
る
の
。
さ
ら
に
個
人
の
財
産
な
ど

の
内
容
の
管
理
も
、
よ
り
正
確
に
早
く
で
き
る
の
〈

太
郎
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
さ
ら
に
事
務
の
効
率
化
も

図
ら
れ
た
ん
だ
ね
。

花
子
そ
う
ね
。
三
番
目
が
、
社
会
保
障
の
大
き
な

柱
に
な
っ
て
い
る
福
祉
関
係
（
民
生
費
）
ね
。
児
童

手
当
の
支
給
、
そ
し
て
お
年
寄
り
の
人
、
障
害
を

も
つ
人
や
生
活
の
困
難
な
人
な
ど
の
自
立
の
た
め
、

ま
た
保
護
の
た
め
に
も
支
出
し
て
い
る
の
よ
・

太
郎
そ
し
て
教
育
費
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

は
ぐ
く

の
じ
ょ
う
ぶ
な
体
と
、
の
び
や
か
な
心
を
育
む
た
め

に
大
切
な
支
出
だ
ね
。
学
校
の
校
舎
や
校
庭
の
修

ｰ

公
民
館
を
建
て
た
り
、
図
書

館
に
書
籍
を
購
入
し
た
の
よ
。

太
郎
借
入
金
の
返
済
（
公
債
費
）
は
、
支
出
の
十
％

に
あ
た
る
ね
。
そ
の
他
に
、
大
型
台
風
に
よ
る
被

害
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
そ
の
修
復
（
災
害
復
旧

費
）
に
、
前
の
年
の
約
九
倍
の
お
金
が
か
か
っ
た

ん
だ
・
で
も
、
元
年
度
中
で
修
復
が
終
わ
ら
ず
、
次

の
年
で
も
修
復
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

花
子
そ
う
ね
。
予
定
外
の
支
出
だ
っ
た
わ
ね
。
で

も
、
や
り
く
り
し
た
た
め
、
家
計
簿
は
黒
字
（
約

三
億
五
千
万
円
）
よ
。
で
も
、
こ
の
黒
字
額
の
中

に
は
、
ま
だ
事
業
が
途
中
で
支
払
い
の
終
わ
っ
て

な
い
も
の
も
あ
る
の
。
そ
の
分
を
差
し
引
い
た
残
り

（
約
二
億
四
千
万
円
）
は
、
次
の
年
へ
繰
り
越
し

て
お
く
わ
ね
。

'＝’
ー ■ｱ

蕊

＝

こがさき

▲コンクリート橋となった小川崎橋(下君田）

〆

市民1人当たりに

使われたお金

256,100円
職験…ｿ

○土木費に

○総務費に

○民生費に

○教育費に

○公債費に

○その他

51，200円

47，700円

35，700円

30,60()円

24，700円

66，200円

●人口35，384人(平成2年3月31日現在)で計算しました。

●100円未満は四捨五入です。 ●円グラフ内の（ ）は，構成比です。

、

3

■
Ｉ竹の主

O土地

69万682．14㎡

o建物

10万7，851．18㎡

o山林

81万7,645.39㎡

○財政調整基金

(将来のための貯金）

8億3,674万1,918円

●平成元年度末現在

鴬 ８

』

市民1人当たりが

負担したお金

106，800円

○市民税は 56,0()0円

○固定資産税は 38,2()0円

○都市計画税は 6,100円

○その他は 6,5()0円

（
ナおナ答1
／－ノーし〆ツ

法人に係る税額を含む ）



●元年度決算● ー

・国民健康保険事業〆
国民健康保険事業は，国民健康保険加入者のみなさんが納

めたお金と，国や市からのお金を主な財源としています。元

年度の収入は，前年度より3．7％増え，支出の保険給付費は

3．6％伸びました。また，国民健康保険税の課税限度額を2

万円引き上げ， 42万円としました。

、

市で行われている特定の仕事（

計など）の平成元年度（平成元年

ら平成2年3月まで｡)の収入と支

算をお知らせします。

)の収入と支

特

4月か

出の決

｜

I 口
1火当たりに使ったお金

、 ． 『 ､

』 157,600円

1人当たりが負担したお金

55,800円 →老人保健事業←、
70歳になりますと，国民健康保険や職場の健康保険

ノ藍製嚇耀と雁駕鰹胤隙
ますと， 自己負担を除いた医療費の70%は，加入して

いるところの健康保険が負担します。残りの20％が国，

そして残り10％を県と市で負担することになります。

●老人保健に該当する人(月平均)…2,816人(前の年より110人増）

●加入者 10, 157人

（前年度より320人減）

L

〆‐水道事業・
’

水道事業は，みなさんからの水道料金が主な財源です。元

年度は，水道の給水件数が361件増え，水道普及率は77％と

なりました｡これに伴い,みなさんの家庭などで使われた水も ！
1日平均8,080㎡にのぼり， 1日最大配水量の9,000㎡に近づ

いています。現在，平成3年の一部通水をめざし，昭和61年

から関口地区に浄水場を建設し，水の確保を進めています。

↓ 『

（
）

一工業用水道事業･一、
工業用水は，主に工場用の冷却水や洗浄水

などに使われ，現在，松久保工業団地など7

事業所に水を送っています。事業所で使われ

た水は， 1日平均16,830㎡にのぼりました。

現在の1日最大配水量は20,000㎡です。

ITf
OOO- ●給水人口

26，528人

●給水件数

8，267件

q

０
０
帥
㈹『

Ｑ

L｡"" 。"￥ ￥成犀ゞ ノモ兄仕vﾉ ﾛ取八圏"、…‘u,uuum‘'．
●給水料金 1㎡当たり： 15円

／一下水道事業一■下水道事業ば,昭和57年からH立市高萩市｡任町の2市L ノ
1町が，お金を出しあって始めました。元年度には，一部の家

庭で下水道が使えるようになりました。収入の主な財源は， 2

－町西側土地原画鑿駕篭二1市1町からのお金と国からのお金，そして長期の借入金（組合

債)です。支出については,大部分が下水道施設の建設費(78％） 町西側（本町）は、道路をはじめ

と，それに伴う長期の借入返済金(14％)に使いました。 公共施設が，未整備のまま住宅が建てられてきました。

●歳入(収入） 38億4千5百万円の内訳(日立･高萩･十王広域下水道組合） そのため，雑排水の処理の困難や，雨水時の災害， さ

公共施設が，未整備のまま住宅が建てられてきました。

そのため，雑排水の処理の困難や，雨水時の災害， さ

‐

らに，消防車や救急車の緊急な出入りにも困難となっ

ていました。そこで，道路や排水施設などの整備を行

い，明るく健康的な住みよいまちづくりとして，昭和

59年から始めたのが， この区画整理事業です。この事

業は，市や国のお金と，長期の借入金などが財源で，

現在，整備中です。
ノ

》
》
一
》
一 2市1町

からのお金

5億8千

7百万円

!(15％）

組合債(長期の借入金）

20億2千8百万円

国からのお金

10億1千百万円

（26％） (53％）

､_L二
高萩市からのお金は， 1億2千8百万円
みなさん(受益者)からのお金(4％） ノ

P

、
水道事業

特別会計の決算

工業用水道事業
下水道事業

驍
支 出

1億 4百万円(修繕費など）

3千7百万円(工事費など）

収 ， 入

1億1千9百万円(料金など）

2百万円(負担金など）

｜ 歳 入(収入）
38億4千5百万円

｜ 歳 出(支出）
37億6千4百万円 ’

4●下水道事業を除くほかの広域行政の決算については， 3月号でお知らせします。

医療費に 108，000円

その他 49，600円

1人当たりにかかった医療費
昭f蹄踊 輔' 館i曙

‘ ” 563900円

入院のための医療費323,500円

その他の医療費 240,400円

～
～

収益的

資本的

収 入

4億1千2百万円(水道料金など）

8億7千5百万円(企業債など）

支 出

2億7千2百万円(修繕費など）

10億3千万円 （工事費など）

△、 言＋
~＝ ロI

国民健康保険事業

老人保健事業

町西側土地区画整理事業

歳 入（収入）

17億 6百万円

16億1千万円

3億 4百万円

歳 出（支出）

16億 百万円

16億1千万円

2億7千3百万円



…

●平成2年度

動いています市のお金
表は，平成2年度（平成2年4月から平成3年3月）の収入と支出の途中経過

(平成2年9月末現在)です。

一般会計の予算額は， 4月当初より4億7千百万円増額になりました。増額のうち

2億7千万円は，花子さんの話（3ページ）にありましたように，予定していた事業

が途中のため支払いを2年度に繰り越したものです。残りのお金は， 身体障害者福祉

作業所の建設や谷川の河川改修などに伴う用地取得費工事費などが,予定より上回っ

たため，借入金や前年度からの繰り越し金などで補ったものです。

▲谷川の改修(下手綱）

収入済額(48％）

／ 41億7千4百万円

A支出満額"%）31億6千5百万円
１
１

予算額

87億3千8百万円ぐ一般会計し I■■

｜ ’
・内 訳。

〆 3, ｣0"Ph10 20億円
一一

10 20

37億3千6百万円

｜ ’土木費 28％ 税16億8千9百万円 市 55％

ー

‘5% ’ 1噛隠9千2百万”

鋼%｜ ｜"億5千栢万円

4'%112"蔀㈲

45％

34

γ淵: ’ ’ '5億3千2百万円

’ ’ '2億百万円
l→15％

’ ’ 6億9千9百万門
LP4%

75％民生費 地方交付税

教育費 国‘県支出金

総務費 市 債

｜ " 49％ ｜ ’公債費 34％ 9億5千万円 その他 15億7千万円

’ ’22億その他 36％ 4千4百万円

｜ |収入割合｜ －リ
収入割合予算額 支出割合 予算額

、

ぐ下水道事業しぐ特別会計少
》
》

今
云 計 別 支出済額予算額 収入済額

国民健康保険事業 5億2千百万' '116億5千2百万円’ 7億3千ドI-万円

老人保健事業 17億1千万円 6億7千8百万円7億2千4百万円
2 ! -r ! ｣ 'J1 ｣ |

’7千2百万円町西側土地区画整理事業 3億6千万円 7千百万111

10億4千6百万円

(日立・高萩・十王広域下水道組合）

ご水道事業し

1億1千2百万円

ぐ工業用水道事業し

5

予算額

収入済額

（

44億2千8百万円

内,高萩市からのお金は，

1億1千3百万円です ）
12億6千7百万円

支出済額

勺～

～

～
内 訳 予算額 収入・支出済額

国
収入(水道料金など） 4億4千5百万円 2億2千3百万円

支出(人件費など） 2億9千万円

～

～

資本的

内 訳

収入(企業債など）

支出(工事費など）

予算額

14億3千4百万円

16億5千1百万円

収入。支出済額

9億4千2百万円

2億'千9百万円

～

－－

収益的

内 訳

収入(料金など）

支出(修繕費など）

予算額

1億1千3百万円

1億1千百万円

収入。支出済額

5千7百万円

4千百万円

、

資本的

内 訳

収入(負柤金など）

支出(工事費など）

予算額

4千7百万円

7千9百万円

収入。支出済額

1千2百万''1

2千7百万円


